
 12⽉16⽇17時00分に、CAMUI型
ロケット1機⽬（推⼒90kgf）が満
天の星空の下で打ち上げられまし
た。機体は、⾼度520mに到達し、
パラシュートを開傘し、地上に降下
しました。⾚・⻘・緑のＬＥＤをま
とった機体は、美しく輝きながら上
昇・降下しました。HASTIC伊藤理
事⻑は、「技術というよりも、芸術
であった。」と語っていました。 

 12⽉17⽇8時30分
に、CAMUI型ロ
ケット2機⽬（推⼒
200kgf）が打ち上
げられました。打上
予定時刻は6時00分
でしたが、気温
が－19.6℃と冷え
込んでいたことか
ら、機器動作など安
全確保のため、気温

上昇を待ってからの打ち上げとなった機体
は、⾼度836mに到達し、降下後、無事に
回収されました。その後、10時45分に、
CAMUI型ロケット3機⽬（推⼒200kgf）
が打ち上げられました。過去最⼤規模の機
体（全⻑4.3m,重量40kg）は、⾼度
695mに到達し、降下後、無事に回収され
ました。㈱CSW代表取締役の植松努⽒
は、「実験がすべて成功し、⼀つ⼀つの技
術がようやく確⽴し始めた。いよいよ⼤規
模な実験をする準備ができた。⼤樹町が
「宇宙の⼊り⼝」になっていることは、⾮
常に嬉しく思い、感謝している。」と語っ
ていました。ま
た、北海道⼤学永
⽥教授は、「全て
の実験がうまくい
き、⾮常に実りの
ある実験となっ
た。今後、さらな
る⾼度を⽬指して
いく。」と語って
いました。 

 ＜2機⽬打上写真＞  

 12⽉17⽇12時
00分に、ＳＮＳ
㈱開発ロケット
エンジンを搭載
した液体燃料ロ
ケット「ゆきあ
かり」（推⼒

100kgf）が打ち上げられました。
打上後、⾼度1001mに到達し、
徐々に降下、無事に回収されまし
た。ＳＮＳ㈱の牧野⽒は、「宇宙
へ到達するには、⼤型化・安全性
が重要となる。今回の実験では、
⾶⾏中の状態を知ること、無線に
よる指令などを成功することがで
きた。今後は、数キロメートルを
⽬指して、開発・改良を進めた
い。」と語っていました。 

＜３機⽬打上写真＞  

CAMUI１機⽬打上写真（ Photo by A. Mutou/HASTIC ） 



平成23年11⽉7⽇から30⽇までJAXA航空プログラムグループにより
「ジェット機⾶⾏⾳源探査計測技術研究開発」のための⾶⾏試験が⼤樹
町多⽬的航空公園で⾏われました。この実験は、2009年から⾏われてお
り、今年で3回⽬の実験となります。多⽬的航空公園の滑⾛路上の直径        
50mの範囲に198本のマイクロフォンを設置し、その上空を⼩型ビジネ
スジェット機 (MU-300)が低空⾶⾏で繰り返し通過し、⾳源データなど
を収集します。 1フライト平均18回の周回⾶⾏を繰り返し、最低⾼度
60mの低空で滑⾛路上を⾶⾏しました。JAXA実験担当者は、「騒⾳が出
る実験であるのに、毎年、快く受け⼊れていただいている住⺠の⽅々や

観測装置設置にご協⼒いただいた地権者の
⽅々には、本当に感謝しています。天候に
も恵まれ、良い実験・データ収集ができま
した。」と語っていました。本計測技術
を、現在開発中の国産旅客機の⾶⾏試験に
おいても適⽤することを⽬指しています。 
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●１月２４日～２月１２日 
 係留気球試験（(株)エイ・イー・エス） 
●２月１６日～２月２２日 
 学生ロケットプロジェクト（東海大学） 
●３月１日～３月６日 
 小型固定翼機飛行試験（金沢大学） 
 
※視察・見学を希望の方は、大樹町役場企画課に連絡してくださ
い。安全確保上、視察・見学をお断りする場合もありますので、あ
らかじめご了承願います。 

  

記念すべき初回のコラムは、北海道宇宙科学
技術創成センター（HASTIC）の伊藤献一理事
長に「大樹町の可能性」について執筆してい
ただきました。 

 

今年から準天頂衛星「みちびき」の利用が本
格化する。みちびきとGPSとの組み合わせで
農用トラクターの無人運転も夢ではない。 

新顔の超低高度衛星は180－250kmの範囲を
飛翔する。実現されれば観測分解能は飛躍的
に向上する。これら新しい衛星の多くは、赤
道面とある角度をなす軌道を飛行する。情報
収集衛星や各種地球観測衛星もそうである。 

これからの衛星を、低コストで打ち上げる射
場の条件は必ずしも赤道に近いことではな
い。南側と東側が無人の広い海域であること
だ。 

日本では広尾から十勝川河口にかけての沿岸
しかない。大樹町はその中心であり、将来の
日本の宇宙開発で最も大きな可能性を秘めた
場所である。 
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